
土地改良・切り語り
「
範
囲
の
経
済
性
」の
実
現
で
あ
る
。「
密
度
の
経
済
性
」

は
圃
場
が
一
か
所
に
ま
と
ま
っ
て
い
れ
ば
作
業
効
率
は

高
ま
る
。
零
細
分
散
錯
圃
を
特
徴
と
す
る
我
が
国
で
は

農
地
の
集
団
化
率
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

4
「
規
模
の
経
済
性
」の
実
現
と
土
地
改
良

今
、
農
業
機
械
の
効
率
利
用
を
想
定
し
て
「
規
模
の

経
済
性
」
を
考
え
る
と
、
表
の
と
お
り
、
①
農
地
の
売

買
か（
注
1
）
貸
借（
注
2
）
に
よ
る
経
営
耕
地
面
積
の
拡
大
、

②
機
械
作
業
の
作
業
受
委
託（
注
3
）、
③
個
々
の
地
主
が

団
体
に
参
加
し
共
同
作
業
や
現
物
（
農
地
）
出
資
を
す

る
方
法
が
あ
る
。
農
地
中
間
管
理
機
構
が
個
々
の
地
主

と
農
地
の
買
手
・
賃
借
人
・
作
業
受
託
者
と
の
間
に
介

在
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
結
果
、
大
規
模
経
営
体
と

土
地
持
ち
非
農
家
等
へ
の
二
極
化
と
い
う
農
業
構
造
の

変
化
が
起
き
る
。

農
業
経
営
者
が
農
作
業
を
外
部
委
託
す
れ
ば
、「
規

模
の
経
済
性
」
は
多
く
の
圃
場
の
農
作
業
を
受
託
す
る

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
発
生
す
る
。
土
地
改
良

区
も
「
規
模
の
経
済
性
」
の
実
現
と
い
う
意
味
で
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
で
あ
る
。
農
業
経
営
者
か
ら
見
る
と
、
単

位
面
積
当
た
り
で
定
額
の
サ
ー
ビ
ス
委
託
料
や
賦
課
金

を
支
払
っ
て
い
る
の
で
、
農
作
業
費
も
用
水
費
用
も
固

定
費
で
な
く
、
経
営
耕
地
面
積
に
比
例
し
て
増
減
す
る

流
動
費
で
あ
る
。
外
部
委
託
は
各
経
営
者
が
個
別
に
対

応
す
る
よ
り
安
価
で
あ
る
か
ら
成
立
す
る
。

農
業
経
営
者
が
均
一
性
を
失
い
二
極
化
し
た
場
合
に

は
、
委
託
料
と
賦
課
金
の
負
担
が
均
一
で
良
い
と
は
限

ら
な
い
。
集
団
化
し
た
農
地
の
大
規
模
経
営
で
は
大
区

画
圃
場
で
末
端
レ
ベ
ル
の
用
排
水
路
が
不
要
な
田
越
灌

漑
で
良
い
場
合
も
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
そ
う
し

た
圃
場
と
そ
れ
以
外
の
圃
場
と
の
農
作
業
委
託
料
に
差

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、土
地
改
良
施
設
の
整
備
・

維
持
管
理
に
係
る
賦
課
金
も
均
一
徴
収
が
難
し
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
土
地
改
良
の
事
業
実
施
に
係
る
合
意

形
成
や
強
制
加
入
・
徴
収
に
も
問
題
が
発
生
す
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

「
規
模
の
経
済
性
」
以
外
に
も
、
二
毛
作
な
ど
に
よ

る
耕
地
利
用
率
の
向
上
に
よ
る
「
範
囲
の
経
済
性
」
の

実
現
に
は
、
乾
田
化
な
ど
の
土
地
改
良
が
必
要
で
あ
る
。

交
換
分
合
や
換
地
制
度
の
活
用
、
特
に
大
区
画
圃
場
整

備
の
実
施
は
圃
場
の
集
団
化
率
の
飛
躍
的
向
上
に
よ
り

「
密
度
の
経
済
性
」
に
も
貢
献
す
る

5
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
土
地
改
良

孤
島
に
住
む
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
に
と
っ
て
、

市
場
で
他
の
生
産
者
と
競
争
す
る
こ
と
も
な
く
、
経
営

戦
略
が
必
要
な
い
。
現
実
社
会
で
は「
事
業
の
経
済
性
」

は
も
と
よ
り
新
技
術
の
開
発
・
導
入
や
生
産
要
素
費
用

の
低
減
も
考
え
る
。
孤
島
の
す
べ
て
の
土
地
を
他
者
と

の
調
整
も
な
く
自
由
に
利
用
で
き
る
の
で
、
土
地
改
良

も
純
粋
に
自
然
条
件
だ
け
を
相
手
に
合
理
的
で
最
適
な

整
備
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
土
地
改
良
」（注
4
）
は
社
会

的
制
約
の
下
で
歪
め
ら
れ
技
術
的
妥
協
を
迫
ら
れ
、
真

の
科
学
技
術
の
開
花（
注
5
）
が
で
き
な
い
。

集
団
化
し
た
農
地
の
大
規
模
経
営
は
言
わ
ば
ロ
ビ
ン

ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
土
地
改
良
に
近
づ
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
な
ら
大
規
模
経
営
の
出
現
を
待
っ
て
土
地
改

良
を
や
る
べ
き
か
。
土
地
改
良
関
係
者
は
大
規
模
経
営

と
「
事
業
の
経
済
性
」
を
強
く
意
識
し
た
事
業
展
開
の

在
り
方
を
考
え
る
時
代
に
い
る
。

【
注
1
】
農
業
協
同
組
合
又
は
農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
信
託
し
て

財
産
権
を
移
す
こ
と
も
で
き
る
。

【
注
2
】
貸
借
の
権
利
に
は
、
地
上
権
、
永
小
作
権
、
質
権
、
使
用
貸
借

権
、
賃
借
権
な
ど
（
農
地
法
三
条
の
農
業
委
員
会
の
許
可
対
象
）、
様
々

あ
る
が
、
本
コ
ラ
ム
で
は
多
数
を
占
め
る
賃
借
権
を
想
定
す
る
。

【
注
3
】
最
近
で
は
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
な
ど
も
進
み
、
作
業
受
委
託
は
技

術
進
化
と
共
に
専
門
作
業
受
注
型
・
機
械
設
備
供
給
型
・
デ
ー
タ
分
析

型
・
人
材
供
給
型
な
ど
多
種
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
な
お
、
農
産
物
の

市
場
価
格
や
生
産
高
の
変
動
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

で
な
く
、
地
主
が
負
う
。
貸
借
と
の
違
い
で
あ
る
。

【
注
4
】
土
地
改
良
の
実
施
に
は
農
業
者
間
の
利
害
調
整
が
不
可
欠
で
、

本
コ
ラ
ム
7
で
は
土
地
改
良
技
術
を
「
利
害
調
整
工
学
」
と
位
置
付
け

た
。
な
お
、
孤
島
で
は
土
地
改
良
区
は
存
在
意
義
が
な
い
が
、
現
実
の

社
会
で
は
土
地
所
有
・
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
一
層
の
役
割
が
期
待
さ

れ
る
（
本
コ
ラ
ム
6
「
究
極
の
土
地
改
良
区
」
参
照
）

【
注
5
】
参
考
引
用
文
献
⑷
を
参
照
願
い
た
い
。
な
お
、
都
市
化
の
進
展

（
農
地
の
ス
プ
ロ
ー
ル
壊
廃
や
水
質
汚
濁
な
ど
）
か
ら
地
球
温
暖
化
・
生

物
多
様
性
喪
失
ま
で
、
自
然
条
件
も
時
代
と
と
も
に
変
容
す
る
の
で
、

そ
の
対
応
も
単
純
で
は
な
い
（
本
コ
ラ
ム
7
参
照
）。

【
参
考
引
用
文
献
】

⑴
荏
開
津
典
生
・
鈴
木
宣
弘
：
農
業
経
済
学
第
五
版

岩
波
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年

⑵
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
：
新
版
グ
ロ
ー
ビ
ス
M
B
A
経
営
戦
略
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
一
七
年

⑶
速
水
佑
次
郎
・
神
門
義
久
：
農
業
経
済
論

新
版
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
年

⑷
元
杉
昭
男
：
大
区
画
圃
場
整
備
の
技
術
と
政
策
、
水
土
の
知
84（
3
）

巻
頭
言
、
二
〇
一
六
年

表　農業における「規模の経済性」の実現手法

経営体の
区分 農地利用集積の方法

農地利用集積後の状況

農地
所有権 農作業 農産物

販売名義
販売金の
取得

個人
経営体

売買 買手 買手 買手 買手

貸借 地主 賃借人 賃借人 賃借人

作業
受委託

基幹三作業 地主 受託者 地主 地主

全作業 地主 受託者 地主 地主

全作業＋
農産物販売 地主 受託者 受託者 地主

団体
経営体

共同利用施設の設置
又は農作業の共同化 地主 共同 地主 地主

農業の経営 団体 団体 団体 団体

＊地主とは農地利用集積を行う前の農地の所有者である

土地改良・切り語り

1
農
業
経
営
戦
略
と
土
地
改
良

二
〇
二
〇
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
五
年
前

に
比
べ
、
北
海
道
で
は
経
営
耕
地
面
積
一
〇
〇
ha
以
上
、

都
府
県
で
は
一
〇
ha
以
上
の
農
業
経
営
体
層
だ
け
が
増

加
し
て
い
る
。
す
で
に
一
〇
ha
以
上
の
農
業
経
営
体
が

全
国
の
経
営
耕
地
面
積
の
五
五
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。

今
後
、
益
々
増
加
す
る
大
規
模
経
営
体
は
民
間
企
業

と
同
様
に
経
営
戦
略
を
意
識
す
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
農

業
経
営
の
戦
略
と
そ
の
設
備
投
資
で
あ
る
土
地
改
良
の

関
連
を
考
え
る
。
こ
の
小
論
で
は
次
の
前
提
を
お
く
。

土
地
利
用
型
農
業
の
穀
物
生
産
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
し
か

も
、
需
要
や
販
売
・
流
通
面
を
除
外
し
生
産
面
だ
け
を

想
定
す
る
。
ま
た
、
新
技
術
導
入
や
原
材
料
・
労
賃
な

ど
の
生
産
要
素
費
用
の
低
減
な
ど
も
な
い
も
の
と
す
る
。

2
事
業
の
経
済
性

ビ
ジ
ネ
ス
は
よ
り
多
く
の
利
益
（
売
上
│
費
用
）
の

実
現
を
目
的
と
し
て
い
る
。
費
用
（
生
産
費
）
を
一
定

と
す
れ
ば
、
売
上
数
の
増
加
か
高
く
売
れ
る
製
品
の
生

産
に
よ
り
利
益
を
増
加
で
き
る
。
た
だ
し
、
売
上
数
を

伸
ば
す
と
生
産
費
（
費
用
）
も
増
え
る
の
で
、
そ
の
ま

ま
で
は
利
益
は
増
え
な
い
。
経
営
戦
略
で
の
重
要
な
概

念
の
一
つ
に
「
事
業
の
経
済
性
」
の
理
論
が
あ
る
。
競

合
他
社
に
対
し
て
優
位
に
な
る
た
め
に
生
産
費
を
含
む

費
用
を
低
減
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
販
売

価
格
の
低
減
に
よ
り
顧
客
を
確
保
し
、
利
益
の
増
加
と

将
来
の
生
産
拡
大
・
製
品
差
別
化
投
資
が
実
現
す
る
。

主
な
「
事
業
の
経
済
性
」
は
五
種
類
あ
る
。「
規
模

の
経
済
性
」
と
は
経
営
規
模
が
大
き
く
な
る
と
生
産
物

一
単
位
当
た
り
の
生
産
費
が
小
さ
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

「
習
熟
の
経
済
性
」
は
同
じ
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
す

と
慣
れ
て
効
率
よ
く
な
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
て

生
産
費
が
下
が
る
こ
と
で
、
累
積
生
産
量
が
増
す
ほ
ど

単
位
当
た
り
の
生
産
費
が
減
少
す
る
。「
範
囲
の
経
済

性
」
は
、
同
一
の
企
業
が
異
な
る
分
野
で
複
数
の
事
業

を
経
営
し
て
、
機
械
設
備
や
技
術
を
多
用
途
に
利
活
用

す
る
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
作
用
）
に
よ
り
、
生
産
費
を
削

減
す
る
。「
規
模
の
経
済
」
で
は
一
つ
の
事
業
の
商
品

の
製
造
量
を
増
や
す
が
、「
範
囲
の
経
済
」
で
は
複
数

の
事
業
を
対
象
に
多
角
化
す
る
違
い
が
あ
る
。「
密
度

の
経
済
性
」
は
密
集
し
て
い
る
と
き
に
生
じ
る
効
率
化

効
果
で
、
店
舗
展
開
や
物
流
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
業
で
良

く
使
わ
れ
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
」
は
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
や
効
用
が
利
用
者
の
規
模
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
利
用
者
一
人
当
た
り
の
得
ら

れ
る
価
値
が
高
ま
る
状
況
で「
需
要
側
の
規
模
の
経
済
」

と
呼
ば
れ
る
。
電
子
メ
ー
ル
や
S
N
S
利
用
な
ど
が
代

表
例
で
あ
る
。

3
農
業
生
産
に
お
け
る「
事
業
の
経
済
性
」

我
が
国
農
業
の
低
生
産
性
が
零
細
性
に
起
因
す
る
の

で
、農
業
経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
る
「
規
模
の
経
済
性
」

の
実
現
は
農
政
の
主
要
課
題
で
あ
る
。
工
場
の
家
賃
や

設
備
費
の
よ
う
な
固
定
費
は
生
産
量
に
比
例
し
増
減
し

な
い
の
で
、
経
営
規
模
が
拡
大
し
て
生
産
量
が
増
加
す

れ
ば
製
品
単
位
当
た
り
固
定
費
は
低
減
し
、
結
果
と
し

て
平
均
費
用
が
低
下
し
て
利
益
率
が
向
上
す
る
。
と
こ

ろ
が
農
業
で
は
農
地
取
引
が
難
し
く
経
営
規
模
拡
大
は

製
造
業
に
比
べ
容
易
で
な
い
。
経
営
耕
地
面
積
が
大
き

く
な
ら
な
い
と
効
率
的
な
大
型
農
業
機
械
を
導
入
し
て

も
稼
働
率
が
上
が
ら
ず
、
生
産
物
単
位
当
た
り
の
機
械

経
費
な
ど
の
固
定
費
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
習
熟
の
経
済
性
」
は
家
族
経
営
で
は
技
術
の
継
承

が
円
滑
に
実
現
で
き
そ
う
だ
が
、
経
験
の
な
い
技
術
の

導
入
や
被
用
者
を
雇
う
経
営
に
は
重
要
な
課
題
と
な
る
。

「
範
囲
の
経
済
性
」
は
経
営
耕
地
面
積
が
変
わ
ら
な
く

て
も
二
毛
作
に
よ
り
農
閑
期
の
農
地
・
農
業
機
械
・
労

働
力
な
ど
が
活
用
さ
れ
、
単
位
当
た
り
の
固
定
費
が
減

少
で
き
る
。
農
業
の
六
次
産
業
化
も
多
角
経
営
に
よ
る

40
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農業生産の経済性と
土地改良
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土地改良・切り語り
「
範
囲
の
経
済
性
」の
実
現
で
あ
る
。「
密
度
の
経
済
性
」

は
圃
場
が
一
か
所
に
ま
と
ま
っ
て
い
れ
ば
作
業
効
率
は

高
ま
る
。
零
細
分
散
錯
圃
を
特
徴
と
す
る
我
が
国
で
は

農
地
の
集
団
化
率
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

4
「
規
模
の
経
済
性
」の
実
現
と
土
地
改
良

今
、
農
業
機
械
の
効
率
利
用
を
想
定
し
て
「
規
模
の

経
済
性
」
を
考
え
る
と
、
表
の
と
お
り
、
①
農
地
の
売

買
か（
注
1
）
貸
借（
注
2
）
に
よ
る
経
営
耕
地
面
積
の
拡
大
、

②
機
械
作
業
の
作
業
受
委
託（
注
3
）、
③
個
々
の
地
主
が

団
体
に
参
加
し
共
同
作
業
や
現
物
（
農
地
）
出
資
を
す

る
方
法
が
あ
る
。
農
地
中
間
管
理
機
構
が
個
々
の
地
主

と
農
地
の
買
手
・
賃
借
人
・
作
業
受
託
者
と
の
間
に
介

在
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
結
果
、
大
規
模
経
営
体
と

土
地
持
ち
非
農
家
等
へ
の
二
極
化
と
い
う
農
業
構
造
の

変
化
が
起
き
る
。

農
業
経
営
者
が
農
作
業
を
外
部
委
託
す
れ
ば
、「
規

模
の
経
済
性
」
は
多
く
の
圃
場
の
農
作
業
を
受
託
す
る

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
発
生
す
る
。
土
地
改
良

区
も
「
規
模
の
経
済
性
」
の
実
現
と
い
う
意
味
で
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
で
あ
る
。
農
業
経
営
者
か
ら
見
る
と
、
単

位
面
積
当
た
り
で
定
額
の
サ
ー
ビ
ス
委
託
料
や
賦
課
金

を
支
払
っ
て
い
る
の
で
、
農
作
業
費
も
用
水
費
用
も
固

定
費
で
な
く
、
経
営
耕
地
面
積
に
比
例
し
て
増
減
す
る

流
動
費
で
あ
る
。
外
部
委
託
は
各
経
営
者
が
個
別
に
対

応
す
る
よ
り
安
価
で
あ
る
か
ら
成
立
す
る
。

農
業
経
営
者
が
均
一
性
を
失
い
二
極
化
し
た
場
合
に

は
、
委
託
料
と
賦
課
金
の
負
担
が
均
一
で
良
い
と
は
限

ら
な
い
。
集
団
化
し
た
農
地
の
大
規
模
経
営
で
は
大
区

画
圃
場
で
末
端
レ
ベ
ル
の
用
排
水
路
が
不
要
な
田
越
灌

漑
で
良
い
場
合
も
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
そ
う
し

た
圃
場
と
そ
れ
以
外
の
圃
場
と
の
農
作
業
委
託
料
に
差

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、土
地
改
良
施
設
の
整
備
・

維
持
管
理
に
係
る
賦
課
金
も
均
一
徴
収
が
難
し
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
土
地
改
良
の
事
業
実
施
に
係
る
合
意

形
成
や
強
制
加
入
・
徴
収
に
も
問
題
が
発
生
す
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

「
規
模
の
経
済
性
」
以
外
に
も
、
二
毛
作
な
ど
に
よ

る
耕
地
利
用
率
の
向
上
に
よ
る
「
範
囲
の
経
済
性
」
の

実
現
に
は
、
乾
田
化
な
ど
の
土
地
改
良
が
必
要
で
あ
る
。

交
換
分
合
や
換
地
制
度
の
活
用
、
特
に
大
区
画
圃
場
整

備
の
実
施
は
圃
場
の
集
団
化
率
の
飛
躍
的
向
上
に
よ
り

「
密
度
の
経
済
性
」
に
も
貢
献
す
る

5
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
土
地
改
良

孤
島
に
住
む
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
に
と
っ
て
、

市
場
で
他
の
生
産
者
と
競
争
す
る
こ
と
も
な
く
、
経
営

戦
略
が
必
要
な
い
。
現
実
社
会
で
は「
事
業
の
経
済
性
」

は
も
と
よ
り
新
技
術
の
開
発
・
導
入
や
生
産
要
素
費
用

の
低
減
も
考
え
る
。
孤
島
の
す
べ
て
の
土
地
を
他
者
と

の
調
整
も
な
く
自
由
に
利
用
で
き
る
の
で
、
土
地
改
良

も
純
粋
に
自
然
条
件
だ
け
を
相
手
に
合
理
的
で
最
適
な

整
備
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
土
地
改
良
」（注
4
）
は
社
会

的
制
約
の
下
で
歪
め
ら
れ
技
術
的
妥
協
を
迫
ら
れ
、
真

の
科
学
技
術
の
開
花（
注
5
）
が
で
き
な
い
。

集
団
化
し
た
農
地
の
大
規
模
経
営
は
言
わ
ば
ロ
ビ
ン

ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
土
地
改
良
に
近
づ
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
な
ら
大
規
模
経
営
の
出
現
を
待
っ
て
土
地
改

良
を
や
る
べ
き
か
。
土
地
改
良
関
係
者
は
大
規
模
経
営

と
「
事
業
の
経
済
性
」
を
強
く
意
識
し
た
事
業
展
開
の

在
り
方
を
考
え
る
時
代
に
い
る
。

【
注
1
】
農
業
協
同
組
合
又
は
農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
信
託
し
て

財
産
権
を
移
す
こ
と
も
で
き
る
。

【
注
2
】
貸
借
の
権
利
に
は
、
地
上
権
、
永
小
作
権
、
質
権
、
使
用
貸
借

権
、
賃
借
権
な
ど
（
農
地
法
三
条
の
農
業
委
員
会
の
許
可
対
象
）、
様
々

あ
る
が
、
本
コ
ラ
ム
で
は
多
数
を
占
め
る
賃
借
権
を
想
定
す
る
。

【
注
3
】
最
近
で
は
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
な
ど
も
進
み
、
作
業
受
委
託
は
技

術
進
化
と
共
に
専
門
作
業
受
注
型
・
機
械
設
備
供
給
型
・
デ
ー
タ
分
析

型
・
人
材
供
給
型
な
ど
多
種
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
な
お
、
農
産
物
の

市
場
価
格
や
生
産
高
の
変
動
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

で
な
く
、
地
主
が
負
う
。
貸
借
と
の
違
い
で
あ
る
。

【
注
4
】
土
地
改
良
の
実
施
に
は
農
業
者
間
の
利
害
調
整
が
不
可
欠
で
、

本
コ
ラ
ム
7
で
は
土
地
改
良
技
術
を
「
利
害
調
整
工
学
」
と
位
置
付
け

た
。
な
お
、
孤
島
で
は
土
地
改
良
区
は
存
在
意
義
が
な
い
が
、
現
実
の

社
会
で
は
土
地
所
有
・
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
一
層
の
役
割
が
期
待
さ

れ
る
（
本
コ
ラ
ム
6
「
究
極
の
土
地
改
良
区
」
参
照
）

【
注
5
】
参
考
引
用
文
献
⑷
を
参
照
願
い
た
い
。
な
お
、
都
市
化
の
進
展

（
農
地
の
ス
プ
ロ
ー
ル
壊
廃
や
水
質
汚
濁
な
ど
）
か
ら
地
球
温
暖
化
・
生

物
多
様
性
喪
失
ま
で
、
自
然
条
件
も
時
代
と
と
も
に
変
容
す
る
の
で
、

そ
の
対
応
も
単
純
で
は
な
い
（
本
コ
ラ
ム
7
参
照
）。

【
参
考
引
用
文
献
】

⑴
荏
開
津
典
生
・
鈴
木
宣
弘
：
農
業
経
済
学
第
五
版

岩
波
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年

⑵
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
：
新
版
グ
ロ
ー
ビ
ス
M
B
A
経
営
戦
略
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
一
七
年

⑶
速
水
佑
次
郎
・
神
門
義
久
：
農
業
経
済
論

新
版
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
年

⑷
元
杉
昭
男
：
大
区
画
圃
場
整
備
の
技
術
と
政
策
、
水
土
の
知
84（
3
）

巻
頭
言
、
二
〇
一
六
年

表　農業における「規模の経済性」の実現手法

経営体の
区分 農地利用集積の方法

農地利用集積後の状況

農地
所有権 農作業 農産物

販売名義
販売金の
取得

個人
経営体

売買 買手 買手 買手 買手

貸借 地主 賃借人 賃借人 賃借人

作業
受委託

基幹三作業 地主 受託者 地主 地主

全作業 地主 受託者 地主 地主

全作業＋
農産物販売 地主 受託者 受託者 地主

団体
経営体

共同利用施設の設置
又は農作業の共同化 地主 共同 地主 地主

農業の経営 団体 団体 団体 団体

＊地主とは農地利用集積を行う前の農地の所有者である

土地改良・切り語り

1
農
業
経
営
戦
略
と
土
地
改
良

二
〇
二
〇
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
五
年
前

に
比
べ
、
北
海
道
で
は
経
営
耕
地
面
積
一
〇
〇
ha
以
上
、

都
府
県
で
は
一
〇
ha
以
上
の
農
業
経
営
体
層
だ
け
が
増

加
し
て
い
る
。
す
で
に
一
〇
ha
以
上
の
農
業
経
営
体
が

全
国
の
経
営
耕
地
面
積
の
五
五
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。

今
後
、
益
々
増
加
す
る
大
規
模
経
営
体
は
民
間
企
業

と
同
様
に
経
営
戦
略
を
意
識
す
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
農

業
経
営
の
戦
略
と
そ
の
設
備
投
資
で
あ
る
土
地
改
良
の

関
連
を
考
え
る
。
こ
の
小
論
で
は
次
の
前
提
を
お
く
。

土
地
利
用
型
農
業
の
穀
物
生
産
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
し
か

も
、
需
要
や
販
売
・
流
通
面
を
除
外
し
生
産
面
だ
け
を

想
定
す
る
。
ま
た
、
新
技
術
導
入
や
原
材
料
・
労
賃
な

ど
の
生
産
要
素
費
用
の
低
減
な
ど
も
な
い
も
の
と
す
る
。

2
事
業
の
経
済
性

ビ
ジ
ネ
ス
は
よ
り
多
く
の
利
益
（
売
上
│
費
用
）
の

実
現
を
目
的
と
し
て
い
る
。
費
用
（
生
産
費
）
を
一
定

と
す
れ
ば
、
売
上
数
の
増
加
か
高
く
売
れ
る
製
品
の
生

産
に
よ
り
利
益
を
増
加
で
き
る
。
た
だ
し
、
売
上
数
を

伸
ば
す
と
生
産
費
（
費
用
）
も
増
え
る
の
で
、
そ
の
ま

ま
で
は
利
益
は
増
え
な
い
。
経
営
戦
略
で
の
重
要
な
概

念
の
一
つ
に
「
事
業
の
経
済
性
」
の
理
論
が
あ
る
。
競

合
他
社
に
対
し
て
優
位
に
な
る
た
め
に
生
産
費
を
含
む

費
用
を
低
減
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
販
売

価
格
の
低
減
に
よ
り
顧
客
を
確
保
し
、
利
益
の
増
加
と

将
来
の
生
産
拡
大
・
製
品
差
別
化
投
資
が
実
現
す
る
。

主
な
「
事
業
の
経
済
性
」
は
五
種
類
あ
る
。「
規
模

の
経
済
性
」
と
は
経
営
規
模
が
大
き
く
な
る
と
生
産
物

一
単
位
当
た
り
の
生
産
費
が
小
さ
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

「
習
熟
の
経
済
性
」
は
同
じ
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
す

と
慣
れ
て
効
率
よ
く
な
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
て

生
産
費
が
下
が
る
こ
と
で
、
累
積
生
産
量
が
増
す
ほ
ど

単
位
当
た
り
の
生
産
費
が
減
少
す
る
。「
範
囲
の
経
済

性
」
は
、
同
一
の
企
業
が
異
な
る
分
野
で
複
数
の
事
業

を
経
営
し
て
、
機
械
設
備
や
技
術
を
多
用
途
に
利
活
用

す
る
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
作
用
）
に
よ
り
、
生
産
費
を
削

減
す
る
。「
規
模
の
経
済
」
で
は
一
つ
の
事
業
の
商
品

の
製
造
量
を
増
や
す
が
、「
範
囲
の
経
済
」
で
は
複
数

の
事
業
を
対
象
に
多
角
化
す
る
違
い
が
あ
る
。「
密
度

の
経
済
性
」
は
密
集
し
て
い
る
と
き
に
生
じ
る
効
率
化

効
果
で
、
店
舗
展
開
や
物
流
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
業
で
良

く
使
わ
れ
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
」
は
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
や
効
用
が
利
用
者
の
規
模
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
利
用
者
一
人
当
た
り
の
得
ら

れ
る
価
値
が
高
ま
る
状
況
で「
需
要
側
の
規
模
の
経
済
」

と
呼
ば
れ
る
。
電
子
メ
ー
ル
や
S
N
S
利
用
な
ど
が
代

表
例
で
あ
る
。

3
農
業
生
産
に
お
け
る「
事
業
の
経
済
性
」

我
が
国
農
業
の
低
生
産
性
が
零
細
性
に
起
因
す
る
の

で
、農
業
経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
る
「
規
模
の
経
済
性
」

の
実
現
は
農
政
の
主
要
課
題
で
あ
る
。
工
場
の
家
賃
や

設
備
費
の
よ
う
な
固
定
費
は
生
産
量
に
比
例
し
増
減
し

な
い
の
で
、
経
営
規
模
が
拡
大
し
て
生
産
量
が
増
加
す

れ
ば
製
品
単
位
当
た
り
固
定
費
は
低
減
し
、
結
果
と
し

て
平
均
費
用
が
低
下
し
て
利
益
率
が
向
上
す
る
。
と
こ

ろ
が
農
業
で
は
農
地
取
引
が
難
し
く
経
営
規
模
拡
大
は

製
造
業
に
比
べ
容
易
で
な
い
。
経
営
耕
地
面
積
が
大
き

く
な
ら
な
い
と
効
率
的
な
大
型
農
業
機
械
を
導
入
し
て

も
稼
働
率
が
上
が
ら
ず
、
生
産
物
単
位
当
た
り
の
機
械

経
費
な
ど
の
固
定
費
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
習
熟
の
経
済
性
」
は
家
族
経
営
で
は
技
術
の
継
承

が
円
滑
に
実
現
で
き
そ
う
だ
が
、
経
験
の
な
い
技
術
の

導
入
や
被
用
者
を
雇
う
経
営
に
は
重
要
な
課
題
と
な
る
。

「
範
囲
の
経
済
性
」
は
経
営
耕
地
面
積
が
変
わ
ら
な
く

て
も
二
毛
作
に
よ
り
農
閑
期
の
農
地
・
農
業
機
械
・
労

働
力
な
ど
が
活
用
さ
れ
、
単
位
当
た
り
の
固
定
費
が
減

少
で
き
る
。
農
業
の
六
次
産
業
化
も
多
角
経
営
に
よ
る

40

（一社）総合政策フォーラム顧問　元杉 昭男

農業生産の経済性と
土地改良
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